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業績予想の修正に関するお知らせ 

 
 
  平成１８年２月期（平成１７年３月１日～平成１８年２月２８日）の連結及び単体業績予想
について、平成１７年４月８日付け平成１７年２月期決算発表時の業績予想を下表の通り修正

いたします。 
 

記 
 
１．当中間期(平成１７年３月１日～平成１７年８月３１日) 業績予想数値の修正 
 
【連結予想数値の修正】 

（単位：百万円） 

 売上高 経常利益又は 
経常損失（△） 

中間純利益又は

中間純損失（△） 
前回発表予想（Ａ） ６１，０００ １，０００ △８００ 
今回修正予想（Ｂ） ６０，０５０ ６１０ △４７０ 
増減高（Ｂ－Ａ） △９５０ △３９０ ３３０ 
増減率（％） △１．６ △３９．０ ― 
前年同期【平成 1６年 8月期】実績（Ｃ） ５８，５１７ △２，３１３ １，９３１ 
対前年同期増減額（Ｂ－Ｃ） １，５３３ ２，９２３ △２，４０１ 
対前年同期増減率（％） ２．６ ― ― 
 
【単体予想数値の修正】 

（単位：百万円） 

 売上高 経常利益又は 
経常損失（△） 

中間純利益又は

中間純損失（△） 
前回発表予想（Ａ） ３３，０００ ９８０ △６３０ 
今回修正予想（Ｂ） ３２，８００ ４６０ １０ 
増減高（Ｂ－Ａ） △２００ △５２０ ６４０ 
増減率（％） △０．６ △５３．１ ― 
前年同期【平成 1６年 8月期】実績（Ｃ） ３１，７６６ △２，４０７ △１，１６８ 
対前年同期増減額（Ｂ－Ｃ） １，０３４ ２，８６７ １，１７８ 
対前年同期増減率（％） ３．３ ― ― 
 



２．修正の理由 
（１） 売上高は、当初予想を若干下回る見込みですが、概ね予想通り推移する予定です。 
（２） 経常利益は、「吉野家」の主要食材価格の上昇等により原材料費が上昇したため、当

初予想を下回る見込みです。 
（３） 中間純利益は、当初見込んでおりました減損処理金額が減少したため、当初予想を

上回る見込みです。 
 

 
３．当通期（平成１７年３月１日～平成１８年２月２８日）業績予想数値の修正 

 
【連結予想数値の修正】 

（単位：百万円） 

 売上高 経常利益又は 
経常損失（△） 

当期純利益又は

当期純損失（△） 
前回発表予想（Ａ） １２５，０００ ３，０００ １５０ 
今回修正予想（Ｂ） １２２，６００ １，７００ △５００ 
増減高（Ｂ－Ａ） △２，４００ △１，３００ △６５０ 
増減率（％） △１．９ △４３．３ ― 
前年同期【平成 1７年 2月期】実績（Ｃ） １１７，９６２ △１，１５７ △７５８ 
対前年同期増減額（Ｂ－Ｃ） ４，６３８ ２，８５７ ２５８ 
対前年同期増減率（％） ３．９ ― ― 

 
【単体予想数値の修正】 

（単位：百万円） 

 売上高 経常利益又は 
経常損失（△） 

当期純利益又は

当期純損失（△） 
前回発表予想（Ａ） ６６，８００ ２，５３０ ２６０ 
今回修正予想（Ｂ） ６５，９００ １，２４０ ３７０ 
増減高（Ｂ－Ａ） △９００ △１，２９０ １１０ 
増減率（％） △１．３ △５１．０ ４２．３ 
前年同期【平成 1７年 2月期】実績（Ｃ） ６３，２０１ △１，２６４ △２，９２９ 
対前年同期増減額（Ｂ－Ｃ） ２，６９９ ２，５０４ ３，２９９ 
対前年同期増減率（％） ４．３ ― ― 

 
４．修正の理由 
（１） 売上高は、主力業態である「吉野家」が上期を上回る売上高の上昇を見込んでおり

ますが、客数の伸び悩みもあり当初予想を若干下回る見込みです。 
（２） 経常利益は、「吉野家」で経費の上昇を見込んでいるため、当初予想を下回る見込み

です。 
（３） 当期純利益は、経常利益が下回る見込みを受け、当初予想を下回る見込みです。 

 
以上 


